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概要

MVG300XMは、DSLRおよびミラーレスカメラ専用のプロ用3軸ジンバルで、市販されている多
くの一般的なカメラに対応しています。付属の多目的ハンドルを装着すると、片手撮影やロー
アングル撮影時に便利です。また、付属の三脚を装着すると、自立させることができます。

MVG300XMにはファンクションボタンとLCDタッチスクリーンがあり、ジンバルの動作モード
の切り替え、回転制御、パラメータ設定を片手で行えるようになっています。付属のカメラシ
ャッターケーブルを使用すると、写真や動画の撮影、フォローフォーカス操作をジンバルで直
接行うことができます。

Manfrotto Gimbal 300XMアプリをダウンロー
ドしてください
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ご使用前に必ず取扱説明書をよくお読みください。

ヒント
(1) ジンバルの電源を入れる前に、カメラを取り付けてください。
(2) ジンバルとハンドルは、それぞれ電源をオフにしてから接続または分離してください。  
(3) バッテリー残量が少ない場合は、ジンバルを充電してください。
(4) 長期間使用しない場合は、ジンバルの電源をオフにしてください。 

1. 製品概要
DSLR（デジタル一眼レフカメラ）とミラーレスカメラ用に設計された、プロ仕様のタッチスク
リーン付き多機能3軸ジンバルです。

ジョイスティック

ハンドルのロック
パンモーターロック
Type-C充電ポート
直立アーム

固定プレートスライダーセットスクリュー

固定プレートスライダー

デジタル一眼レフカメラとミラーレスカメラ用に設計されたタッチスクリーンを備えた
、取り外し可能な多機能プロフェッショナル�軸ジンバル。

傾斜時のトラッキング速度

パン追跡速度

最大ロール範囲

概要

仕様

ロール軸

多目的ハンドルのノブ
ジンバルの電源ボタン

マルチファンクションスイッチのボタン
ボタンA
ボタンB
マルチファンクションノブトリガーボタン

高速フローボタン

スライドアーム

クロスアーム

ティルトモーターロック

ロール軸のモーターロック

�/�インチネジ穴

クロスアームノブ

ティルト軸

パン軸

スライダーノブ

直立アーム固定スクリュー

Portrait （縦向き撮影）固定プレート

クロス延長アーム

固定プレートロック

クイックリリースプレート

レンズホルダー
レンズホルダースクリュー

高い方のブロック

タッチスクリーン

ハンドル

ハンドルのType-C充電ポート

シャッターボタン
モードボタン

�/�インチネジ穴
�/�インチネジ穴

多目的ハンドル

最大傾斜範囲

最大旋回範囲
�°/秒～��°/秒

�°/秒～���°/秒

���°
���°

���°

重量

バッテリー動作時間
耐荷重 

約����g

バッテリー容量 ����mAh

充電時間 >�.�時間、
��W以下の急速充電をサポート

��時間 ➀
����g ➀

➀ 重心を中心にした状態。
➁ 互換性のある特定のカメラとレンズの詳細については、詳細マニュアルをダウンロードしてください。

Compatible Cameras ➁ Sony, Canon, Nikon ,Panasonic mirror-less camera etc

クロスアーム延長位置スクリュー

ハンドルの電源ボタン

固定プレートロック

落下防止ポール

5052

クロスアームロックロール軸ロック

ティルト軸ロック

QRマウントスライダー

QRマウントスライダーロック

電源ボタン

モードボタン（Mボタン）

Type-C充電ポート

パン軸ロック 
ハンドルロック
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仕様
最大ティルト角 340° 重量 約2000g

最大ロール角 340° 耐荷重 3,4 kg ①

最大パン角 360° バッテリー駆動時間 約10時間  ① 

ティルトフォロー速度 2°/s～75°/s バッテリー容量 2500mAh

パンフォロー速度 3°/s ~ 150°/s 充電時間 >2.6時間、急速充電可
（≤18W）

互換性 
 カメラ   ② Sony、Canon、Nikon、Panasonicなど

① 重心のバランスがとれた状態
② 対応カメラおよび対応レンズ一覧を参照ください。

* 本製品にはカメラは含まれていません。

ジョイスティック

ハンドルのロック
パンモーターロック
Type-C充電ポート
直立アーム

固定プレートスライダーセットスクリュー

固定プレートスライダー

デジタル一眼レフカメラとミラーレスカメラ用に設計されたタッチスクリーンを備えた
、取り外し可能な多機能プロフェッショナル�軸ジンバル。

傾斜時のトラッキング速度

パン追跡速度

最大ロール範囲

概要
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ティルトモーターロック

ロール軸のモーターロック

�/�インチネジ穴

クロスアームノブ

ティルト軸

パン軸

スライダーノブ

直立アーム固定スクリュー
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�°/秒～���°/秒

���°
���°
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����g ➀
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➁ 互換性のある特定のカメラとレンズの詳細については、詳細マニュアルをダウンロードしてください。

Compatible Cameras ➁ Sony, Canon, Nikon ,Panasonic mirror-less camera etc

クロスアーム延長位置スクリュー

ハンドルの電源ボタン

固定プレートロック

落下防止ポール

5052

ティルト軸ロック

QRプレートロック

サポートブロック

直立アームノブ

高速フォローボタン

縦位置QRマウント

多目的ハンドルノブ
電源ボタン

ファンクションスイッチボタン
Aボタン
Bボタン

QRプレートロック
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付属品

USB 2.0 vers Type-C
×1

Type-C to Micro(A03)
×1

Type-C to Mini (B02)
×1

Type-C to Type-C (C02)
×1

Type-C to TRS2.5 (T02)
×1

Type-C to Multi 
Sony shutter cable

×1

Type-C to 2.5mm Panasonic 
shutter cable (DC2.5mm)

×1

Versatile handle
×1

Tripod
×1

Quick release plate
×1

Higher block
×1

Lens holder
×1

Lens holder screw

×1

Short quick release plate 
(GimBoom)

×1

Short quick release plate 
screw

×1

Camera fixed screw
×3

3/8 to 1/4 inch transition 
screw (In the tripod)

×1

USB 2.0 - Type-C Type-C - Micro (A03) Type-C - Mini (B02) Type-C - Type-C (C02)

Type-C - TRS2.5 (T02)

多目的ハンドル

レンズホルダー

カメラ固定用ねじ
x3

3/8"-1/4"変換ねじアダプタ
ー（三脚に付属）

レンズホルダー用ねじ クイックリリースプレート
ショート (GimBoom)

クイックリリースプレートシ
ョート用ねじ (GimBoom)

三脚 クイックリリースプレート サポートブロック

Type-C - Sonyマルチ端子
シャッターケーブル

Type-C - 2.5mm Panasonicシャ
ッターケーブル (DC2.5mm)
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2. 準備
2.1 充電

初めて使用する前に、ジンバルを完全に充電してください。
バッテリー残量が非常に少ない場合は、直ちに充電することをお勧めします。

Charging with USB �.� to Type-C supports fast charging.
             The charging ports can be charged simultaneously.

1

1

2

2

1 2

ジンバルとハンドルが接続さ
れている場合、両方が充電さ
れます。接続されていない場
合はジンバルのみ充電されま

す

ハンドルの充電のみ

2.2 三脚の取り付け
三脚の上部にある1/4”ねじに3/8-1/4”変換ねじアダプターを取り付けます（ねじアダプターは
出荷時には取り付けられています）。ジンバルまたはハンドルの底部に三脚を取り付け、三脚
を展開してジンバルを平らな面に置きます。

2

1

USB 2.0 - Type-Cケーブルを使用すると急速充電を行えます。
 両方の充電ポートで同時に充電できます。
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2.3 ハンドル（リモコン）の取り付け
ジンバルヘッドの底部にある金属接点をハンドルに向かってスライドさせ、対応する溝に入れた
後、ハンドルロックをかけます。

ハンドルを外す場合は、ハンドルロックを解除し、落下防止カラムを解放してから、ジンバル
をゆっくりと押し出します。

取り付け：

3

1
2

取り外し：

1

3

2

2.4 多目的ハンドルの取り付け
多目的ハンドルのねじを緩め、（図のように）多目的ハンドルをジンバルのベースに挿入して
からねじを締めます。

1 3

2

  ロック：  時計回り
  ロック解除：反時計回り

2.5 ポジションロック

3つの回転軸にはそれぞれ、位置調整や収納に便利なポジションロックが備わっています。

ジンバルはデフォルトでは折りたたんだ状態です。ティルト軸、ロール軸、パン軸のロックを
解除し、ジンバルをバランスロックポジションに調整してから（図2.5-1を参照）、3つの軸を
ロックします。

ジンバルを使用する前に、必ずポジションロックを解除してください。
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Lock

Unlock

Figure 2.5-2Figure 2.5-1

Balanced lock Stored lock

3. カメラの取り付け
カメラを取り付ける前に、カメラの撮影準備をしてください（カメラにレンズを取り付け、レ
ンズキャップを取り外します。さらに、メモリカードとバッテリーがカメラに挿入されていて、
バッテリーが完全に充電されていることを確認します）。そして、第 2 章「準備」に記載され
ているすべての手順を実行し、ジンバルがバランスロックポジションに調整されていることを
確認します（図 2.5-1 を参照）。カメラを取り付ける前に、ジンバルの電源がオフになっているか、
スリープモードになっていることを確認してください。

3.1 クイックリリースプレートとサポートブロックの取り付け
ねじを締めて、クイックリリースプレートをカメラに取り付けます。
場合によっては、サポートブロックを取り付けることもできます（長いレンズまたは重いレン
ズを使用する場合など）。まず、サポートブロックをカメラに取り付け、その後で 2 本のねじ
でクイックリリースプレートに取り付けます。

クイックリリースプレートのみを取り付ける場
合

サポートブロックとクイックリリースプレー
トを取り付ける場合

ロック

図2.5-1 図2.5-2

Bloquearロック解除

バランスロックポ
ジション

ストアロックポジシ
ョン
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3.2 レンズホルダーの取り付け
必要に応じてレンズホルダーをクイックリリースプレートに取り付けます。レンズホルダーの
ラバーマウントがレンズの真下にくるようにしてください。長いレンズや重いレンズを使用す
る場合には、レンズホルダーの使用をお勧めします。

3.3 ジンバルへのカメラ取り付け
横位置に取り付ける場合
QR プレートロック①を解除し、カメラを取り付けたクイックリリースプレートを矢印の方向に
沿って QR マウント②に挿入します。カメラのバランスが大まかにとれたら、QR プレートをロ
ックします➂。QR マウントスライダーの位置は、カメラのサイズに応じて調整できます④。
QR マウントスライダーロック⑤を解除して、カメラを左または右へスライドし、ロックを閉じ
ます⑥。カメラはできるだけティルト軸に近づけることをお勧めします。

2

1
3 4

5
6
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取り外すには : QR プレートロック ① を解除し、落下防止カラム ② を押しながらクイックリリ
ースプレートを取り外します。

2
1

縦位置に取り付ける場合
縦位置 QR マウント②の QR プレートロック①を解除し、カメラを取り付けたクイックリリー
スプレートを挿入します。カメラのバランスが大まかにとれたら QR プレートをロックします➂。

1

2

3

取り外すには：QR プレートロック①を解除し、落下防止カラム②を押しながらクイックリリー
スプレートを取り外します。

1

2
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横位置に取り付けた場合 縦位置に取り付けた場合

4. ジンバルのバランス調整
ジンバルのバランスを調整する前に、まずジンバルをバランスロックポジションでロ
ックしてから、各軸のロックを徐々に解除してください。

(1) レンズキャップをカメラから外し、メモリカードを挿入して、すべての接続を行っ
てください。これにより、カメラで写真を撮る準備が整います。
(2) バランス調整を行う際は、カメラとジンバルの電源をオフにしてください。
(3) ジンバルのバランス調整後に付属品を追加した場合は、ジンバルのバランス調整を
やり直す必要があります。
(4) 標準バランスモード：カメラがどの角度でも安定する状態
(5) カメラを支えながらスライドアーム、クロスアーム、直立アームを動かすことをお
勧めします。

例として、水平方向のバランス調整について説明します。

ヒント
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4.1 ティルト軸のバランス調整
4.1.1 スライドアームの調整
① ティルト軸ロックを解除し、カメラのレンズを上に向けます。
② スライダーノブを緩めます
③ スライドアームをスライドさせてバランスを調整し、どの角度でもカメラが最初の位置から
動かないようにします。
④ スライダーノブを締めます。

1

2 4

3

4.1.2 クイックリリースプレートの調整
① カメラレンズを前方に押し、QRプレートロックを解除します。
② カメラのバランスポジションまでクイックリリースプレートを移動させます。
③ クイックリリースプレートをQRプレートロックでロックします。

2

3 1
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4.2 ロール軸のバランス調整
① ロール軸ロックを解除します
② クロスアームノブを緩めます。
③ クロスアームをバランスがとれるポジションまで動かします。
④ クロスアームノブを締めます。

2

1

4

3

バランスポジションに、ポ
ジションメモリードットを

移動しておくと便利です

4.3 パン軸のバランス調整
① パン軸ロックを解除します。
② ハンドルを持って傾け (＞15°)、直立アームを水平にした状態で直立アームノブを緩めます
③ 直立アームをバランスがとれるポジションまで動かします。
④ 直立アームノブを締めます。

1
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2 4

3

＞15° バランスポジションに、ポジションメ
モリードットを移動しておくと便利で

す

5. 電源のオン/オフとウェイクアップ
5.1 電源のオン/オフ

  ジンバルを使用する前に、ポジションロックが解除されていることを必ず確認してください。

電源ボタンを長押しすると、電源のオン/オフが切り替わります。

- 初回使用時には、ジンバルをハンドルに接続してから電源をオンにしてください。ペアリング
情報が自動的に生成されます。分離した後、ハンドルでジンバルをリモート制御できるように
なります。

ペアリングを完了した後：
- どの電源ボタンでもジンバルの電源をオフにできます。 .  
- 組み合わせている場合は、どの電源ボタンでもジンバルをオンにできます。分離している場合
は、個別に電源をオンにします。

ジンバルの電源ボタン ハンドルの電源ボタン
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5.2 ロック & ロック解除
画面をロックする：いずれかの電源ボタンを1回押すと、タッチスクリーンがロックされます。
画面をロック解除する：電源ボタンをもう1回押すとロック解除されます。

Motor power

PTF

Follow speed

Scenario

Screen locked.Press Power
button to unlock

Motor power

PTF

Follow speed

Scenario

Screen unlock

画面をロックする 画面をロック解除する

5.3 スタンバイ & ウェイクアップ
スタンバイモード：いずれかの電源ボタンを2回押すと、スタンバイ
モードに切り替わります。

ウェイクアップモード：スタンバイモードでいずれかの電源ボタンを
1回押すか、タッチスクリーンのアイコン           をタップするとスタン
バイモードが解除されます。 PTF

Follow speed

Scenario

6. 機能およびモードの概要
6.1 フォローモードの概要
① PFモード：パンフォロー（デフォルトモード）
パン軸のみがユーザーの手の動きに従います。

② PTFモード：パン・ティルトフォロー
パン軸とティルト軸の両方がユーザーの手の動きに従いますが、ロール軸は従いません。

③ FPVモード：パン・ティルト・ロールフォロー
3つの軸すべてがユーザーの手の動きに従います。

④ ロックモード
3つの軸のいずれもユーザーの手の動きに従わず、ジンバルではカメラの方向が固定されます
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⑤ リセンター
3つの軸がデフォルト位置に戻ります。

① PF ② PTF ③ FPV

④ ロック ⑤ リセンター 

6.2 その他の機能の概要
ジャイロモード  (第8.2章を参照) 
ジンバルとハンドルがペアリングされた後、ハンドルとジンバルを分離し、Mボタンを押し続
けるとジャイロモードに切り替わります。ハンドルがジョイスティックをシミュレートし、テ
ィルトとパンの角度を制御できます。Mボタンを離すとジャイロモードが終了します。

インセプションモード   (第8.5.5章を参照）
回転の速度と方向を設定して、カメラを自動回転させてインセプション効果を得ることができ
ます。
 
ポートレートモード   (第8.5.7章を参照）
カメラを縦位置にして撮影します。このモードは、動画の撮影やライブストリーミングなどに
有効です。

セルフィーモード (第8.5.8章を参照）
自撮り用にカメラが180°回転します。
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トラッキング  (第8.5.9章を参照）
設定した複数のウェイポイントに従ってトラッキング動画を作成します。

マニュアルロック (第8.5.11章を参照）
希望する向きにカメラを手動で移動し、そのまま0.5秒以上保持します。新しいティルト/パン
位置が自動的に保存されます。

7. アプリの接続
Manfrotto Gimbal 300XMアプリをダウンロードし
てください

Manfrotto Gimbal 300XMアプリの接続
(1) ジンバルの電源を入れます。

(2) スマートフォンでBluetoothを有効にして、Manfrotto Gimbal 300XMアプリを開きます。ホ
ーム画面の上部をタップして、ジンバルに接続します。

接続が完了すると、ジンバルはアプリから制御できるようになり、方向制御、モードの切り替
え、モーター出力、カメラパラメータ、フォロー速度の設定、ファームウェアの更新などを行
うことができます。

Horizon 
calibration More

settings

Follow
speed

Device

settings

Motor power
settings

Trigger button
settings

Scenario

300XM_XX

Connected
Click to operate device

[1]

[2]

[3]

[4]

[5]

[6]

[7]

[8]

[9]

[10]

[11]

300XM_XX

Lock PF PTF FPV

Connected

[13]

[14]

[15]

[16]

[17]

[12]
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[1] ジンバル制御インターフェース
現在接続されているデバイスの名称が表示されます。タップするとジンバルの操作インターフェ
ースが表示されます。ジョイスティックをシミュレートしたり、フォローモードを切り替えた
り、ロール角度を手動で調整したりできます。
接続されている製品がない場合は、ジンバルに接続するようにメッセージが表示されます。

[2] デバイスの更新・切替
接続中のデバイスの更新、または他の対応デバイスに接続を切り替えます

[3] 接続の解除
タップすると、接続を解除します。

[4] トリガーボタンの設定
トリガーボタンに割り当てる機能を、PTF、FPV、ロック、高速フォローのいずれかに設定でき
ます。

[5] ジョイスティック機能の設定
パン/ティルトの回転方向切替、および回転速度の設定が可能です。

[6] フォロー速度の設定
フォロー速度は、低速/中速/高速、またはカスタム速度に設定することができます。

[7] 詳細
必要に応じて最新ファームウェアや更新を確認します。デフォルト設定を復元します。

[8]  水平キャリブレーション
手動または自動キャリブレーション。

[9] カメラの設定
カメラの絞り値、シャッター速度、ISO感度パラメータを設定することができます。

[10] モーター出力の設定
パン、ティルト、ロールの出力をそれぞれ設定するか、「Auto tune（オートチューン）」をタ
ップしてモーター出力を自動的に調整することができます。 

  - カメラを初めて使用する場合、またはカメラを交換した場合は、電源をオンにした後で
モーター出力を調整してください。

[11] シナリオ
インセプションモード（映画『インセプション』で多用されている回転撮影が可能）、パノラ
マ、タイムラプス（モーションラプス/静止画タイムラプス/ハイパーラプス）、トラックビデ
オ、その他の各種用途が用意されています。

[12] 戻る
前の画面に戻ります。
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[13]  ファームウェアの更新
デバイスのファームウェアを更新します。

[14] 水平位置の調整
スライダーを動かして、ロール軸の角度、すなわち現在の水平角度を調整します。

[15] リセンター
タップすると、3つの軸がデフォルト位置に戻ります。

[16] ジョイスティックシミュレーション
ジョイスティックをシミュレートして、ジンバルのティルト角とロール角を制御します。

[17] フォローモード設定
現在のフォローモードを設定します。

8. 操作

8.1 ボタンの操作

8.1.1 ジンバルの電源ボタン

長押し： 

組み合わせたシステムの電源のオン/オフ（ジンバルにハンド
ルが取り付けられている場合）

ジンバルの電源のオン/オフ（ハンドルとジンバルが分離して
いる場合）

1回押す：ウェイクアップ

2回押す：スタンバイモードに切り替え

8.1.2 ハンドルの電源ボタン

長押し： 

組み合わせたシステムの電源のオン/オフ（ジンバルにハンド
ルが取り付けられている場合）

ハンドルの電源のオン/オフ（ハンドルとジンバルが分離して
いる場合）

組み合わせたシステムの電源のオフ（ペアリングが完了して
いる場合）

1回押す：ウェイクアップ

2回押す：スタンバイモードに切り替え
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8.1.3 ジョイスティック
上

カメラが上を向きます

左
カメラが左を向きます M

右
カメラが右を向きま
す

下
カメラが下を向きます

8.1.4 モードボタン（Mボタン）
1回押す：PFモード/ロックモード切替 

2回押す：PTFモード

3回押す：FPVモード

押し続ける*：ジャイロモード（離すと終了）
*ハンドルとジンバルは分離した状態

M

8.1.5 シャッターボタン*
半押し：フォーカス

1回押す（全押し）: 録画開始/停止

長押し（全押し）：写真撮影
 *カメラシャッターケーブルを使って接続する必要があります。対応カ
メラ一覧を参照してください。

M
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8.1.6 トリガーボタン
2回押す：リセンター

3回押す：セルフィーモード開始/終了（パン軸180°回転）

押し続ける：PTFモード開始*（離すと終了）

*アプリを使って機能をカスタマイズできます

8.1.7 ファンクションスイッチボタン
長押し：マルチファンクションノブの制御対象をフォローフォー
カスか3軸コントロールに切り替えます。

1回押す：長押し後、軸の制御をパン軸、ティルト軸、ロール軸
に切り替えます。

（いずれかの軸を制御するように設定されている場合）

8.1.8 マルチファンクションノブ
回転する: (1) ロール軸、ティルト軸、パン軸の動きを制御します

(3つの軸のいずれかを制御するように設定されている場合）

(2)フォローフォーカスの制御*

(フォローフォーカスを制御するように設定されている場
合）。

(3) タッチスクリーンでのパラメータ調整

*カメラ接続後
対応カメラ一覧を参照してください

Motor power

PTF

Follow speed

Scenario

Electronic follow focus

Pan

Knob settings

Tilt RollSlide up

Home Page Multifunction knob settings

Turn the knob to control 
the electronic follow focus

Turn the knob to control
the direction

フォローフォーカス制御

マルチファンクションノブの
設定

ホーム画面

各軸の回転制御
画面を上方向
にスワイプ
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ノブの設定 :
上にスワイプして、「Knob settings（ノブの設定）」オプションを選択します。この画面で
は、ノブの減衰、速度、スムースネスの設定が可能です。

Electronic follow focus

Pan

Knob settings

Tilt Roll

Damp

Speed

Smooth

Sound

8.1.9 高速フォローボタン
押し続ける：高速フォローモード開始（離すと終了）

8.1.10  A/Bボタン
A/Bボタンを使ってそれぞれのポイン
トを選択します。選択すると、Aから
Bへのモーショントラックが自動的に
生成されます。 

A
           B

手順 :
(1) ポイントAの決定: ジョイスティックでティルト、ロール、パン、それぞれの角度を調節する
か、希望する位置までカメラを手動で移動して1秒間そのまま保持します。その後でAボタンを長
押しすると、現在の位置がポイントAとして設定されます。画面には「Mark current position as A
（現在位置をポイントAに設定）」と表示されます。

(2) ポイントBの選択: Bボタンを長押しすると、上記と同様にしてBポイントの位置を設定でき
ます。画面には「Mark current position as B（現在位置をポイントBに設定）」と表示されま
す。

(3) Aボタンを1回押すと、トラックモーションがポイントAまで戻ります。画面には「Return to 
mark A（ポイントAに戻る）」と表示されます。

(4) Bボタンを1回押すと、トラックモーションがポイントBまで戻ります。画面には「Return to 
mark B（ポイントBに戻る）」と表示されます。

A/Bボタンは上書き可能です。最後に設定した位置が記憶されます。
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A/B ボタンの設定：
右から左にスワイプして「A/B settings（A/Bの設定）」オプションを選択すると、ジンバルが
ポイントA/Bに戻る時間を設定することができます。

Return to mark A/B(Gimbal)

1sin

Return to mark A/B(Gimbal)

A/B settings

More

A

Gimbal settings

8.2 リモコン

ハンドルはリモコンです。ジンバルをハンドルと組
み合わせた状態でジンバルの電源をオンにすると、
ペアリング情報が自動的に生成されます。 

その後、分離した状態で使用する際には、ハンドル
でジンバルをリモート制御することができます。

    ジンバルとハンドルは、それぞれ電源をオフ
にしてから接続または分離してください。

ペアリング情報が失われたら、ハンドルをもう一度
ジンバルに接続してください。
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1 2
1 

1 
3

2

2

1 2
1 

1 
3

2

2

1 2
1 

1 
3

2

2

ハンドルをクイックリリースプレートショートに向かってスライドさせ、
接合した後、ハンドルをロックします。

ハンドルは、クイックリリースプレートショートを使用すると、マンフロ
ットGimBoom（MVGBF-CF、別売品）と組み合わせることができます。
 
クイックリリースプレートショート用ねじをクイックリリースプレートシ
ョートに取り付けます
3/8”ねじを使ってクイックリリースプレートショートをGimBoomの下部
に取り付けます

リモコンハンドルの使用手順
(1) ハンドルを取り外す：ジンバルの電源がオフになっている場合にのみ、ジンバルをハンドル
から分離できます（ハンドルの取り外しについては第2.3章を参照）。

(2) 三脚を取り付ける：ハンドルを取り外した後、ジンバルの下部に三脚などの支持機材を取り付
ける必要があります（三脚の取り付けについては第2.2章を参照）。

(3) 電源をオンにする：ジンバルを支持機材に取り付けた後で、ジンバルとハンドルの電源をオ
ンにします。

(4) リモコンハンドルを使用する：ジンバルはワイヤレスリモート制御に対応しています（20メ
ートル以内）
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ジャイロモード
ジンバルとハンドルをペアリングしてから分離し、Mボタンを押し続けるとジャイロモードに
切り替わります。ハンドルがジョイスティックをシミュレートしてティルトとパンを制御する
ことができます。Mボタンを離すとモードが終了します。

Motor power

PTF

Follow speed

Scenario

ジャイロキャリブレーション：
次の場合にジャイロモードのキャリブレーションを行います。
(1) 初めてジャイロモードを使用するとき
(2) 長期間使用しなかったとき
(3) 気温の変動が激しいとき

右から左にスワイプし、「More（その他）」- 「Remote control settings（リモコンの設
定）」-「gyro calibration（ジャイロキャリブレーション）」オプションを選択し、画面の指示
に従ってジャイロモードをキャリブレーションします。

Gyro calibration

A/B settings

More

A

Gimbal settings Silent

Language

Remote control settings

1 2
1 

1 
3

2

2

1 2
1 

1 
3

2

2

注記：ハンドルをリリースプレートショー
トから取り外すには、ハンドルロックを解
除し、落下防止カラムを解放してから、ハ
ンドルをゆっくりと押し出します。

3/8”ねじを使ってジンバルを
GimBoomに接続します
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8.3 USB ポート
カメラやその他の拡張デバイスを接続するために、カメラシャッター制御用ポートと2つの拡張
用ポートがあります。

2 3

1

① カメラ制御用ポート ② 拡張ポート 1     ③拡張ポート 2
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8.4 タッチスクリーンの概要

Motor power

PTF

Follow speed

Scenario

[1]

[5]

[4]

[6]

[2]

[3]

[1] ハンドルのバッテリーレベル
ハンドルのバッテリーレベルを表示。

[2] Motor power/ モーター出力の設定
モーター出力の自動調整または各軸のモーター出力の手動調整を選択可能。

[3] フォローモードの設定
ジンバルのフォローモード選択。

[4] ジンバルのバッテリー残量
ジンバルのバッテリーレベルを表示

[5] Follow speed / フォロー速度の設定
ジンバルのフォロー速度プロファイルまたはカスタムフォロー速度を選択可能。

[6] Scenario / シナリオ
シナリオを選択。

Joystick settings

Gimbal settings

A/B settingsA

Disable selfie

Manual lock

Horiz calibration

ISO

1.6

2.2
2400
1800

3200
1 60/
/

/

F Shutter

DPI FPS

Electronic follow focus

Pan

Knob settings

Tilt Roll

右から左にスワイプ
ジョイスティック、ジンバ
ル、ノブなどの設定

左から右にスワイプ
撮影パラメータの設定*

上にスワイプ
マルチファンクションノブ
の設定

- 前のメニューに戻る：右にスライド 

**対応カメラ一覧を参照ください。
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8.5 前のメニューに戻る：右にスライド 

8.5.1 モーター出力の設定

    初めてのカメラを使用する場合、またはカメラを交換した場合は、電源をオンにした後
でモーター出力を調整してください。

「Motor power（モーター出力）」オプションを選択し、「Auto tune（オートチューン）」を
選択するか、各軸のモーター出力を調整します

Motor power

PTF

Follow speed

Scenario

Auto tune

Pan axis

Tilt axis

Roll axis

Motor power adaptation

Adjust the motor power 
for each axis

8.5.2 フォロー速度の設定
「Follow speed（フォロー速度）」オプションでは、低速、中速、高速、またはカスタムフォ
ロー速度やデッドゾーンを設定することができます。

Motor power

PTF

Follow speed

Scenario

Slow

Med

Fast

Custom

モーター出力の自動調整

各軸のモーター出力を調整し
ます
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8.5.3 フォローモードの設定
画面左下のアイコンをタップして、フォローモードのオプションを選択することができます。

Motor power

PTF

Follow speed

Scenario

PTF

Lock

PF

FPV

PF：パンフォロー：パン軸のみがユーザーの手の動きに従います。

PTF：パン・ティルトフォロー：パン軸とティルト軸の両方がユーザーの手の動きに
従いますが、ロール軸は従いません。

FPV：パン・ティルト・ロールフォロー：3 つの軸すべてがユーザーの手の動きに従
います。

Lock：3 つの軸のいずれもユーザーの手の動きに従わず、カメラの方向は固定状態と
なります。

8.5.4 タイムラプスモードの設定
「Scenario（シナリオ）」-「Timelapse（タイムラプス）」オプションを選択します。
*対応するカメラを接続しておく必要があります

Timelapse

Inception mode

Panorama

Motionlapse

Static timelapse

Hyperlapse

Time

5m
10m
15m

25
30
60

4S
5S
6S

FPS Interval

Clip length  8s Photos 120

Next

タイムラプスモードの選
択

パラメータの設定

Motionlapse（モーションラプス）：設定したウェイポイントでトラッキングしながらタイム
ラプスを撮影します。

Static timelapse（静的タイムラプス）：  設定されたカメラアングルでタイムラプスを撮影し
ます。
Hyperlapse（ハイパーラプス）：移動しながらタイムラプスを撮影します。
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8.5.5 インセプションモードの設定
「Scenario（シナリオ）」から「Inception Mode(インセプションモード）」オプションを選択
します。
チルト軸が反時計回りに90°回転します。このとき、カメラのレンズは上を向いています。回転
速度を設定したら、回転方向と回数を選択し、「Exit（終了）」を選択して終了します。

Timelapse

Inception mode

Panorama CCW *N CW *N

CCW *1 CW *1

Rotation speed
Exit

CCW: 反時計回り
CW: 時計回り 

*1: 1回転
*N:  無限に回転

8.5.6 パノラマモードの設定
「Scenario（シナリオ）」-「Panorama（パノラマ）」オプションを選択します。
次のパノラマモードを選択できます：3x3、 180°、Custom（カスタム）。

Timelapse

Inception mode

Panorama

3*3 panorama

180°

Custom

3x3：3行3列の画像を組み合わせて1枚の画像を作成します。
180°：  水平4枚の画像を組み合わせて1枚の画像を作成します。
Custom（カスタム）：水平・垂直角度、焦点距離、オーバーラップ、インターバルなどの設
定用パラメータをカスタマイズして、1枚の画像を作成できます。

8.5.7 ポートレートモードの設定
「Scenario（シナリオ）」-「Portrait mode（ポートレートモード）」オプションを選択しま
す。カメラが上に向いた状態で、ティルト軸とパン軸の両方が反時計回りに90°回転します。多
目的ハンドルを地面と平行に持ち、縦向きで撮影します。ボタンをタップするとこのモードは
終了します。

Panorama

Portrait mode

Selfie mode
Exit portrait mode
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8.5.8 セルフィーモードの設定
「Scenario（シナリオ）」-「Selfie mode（セルフィーモード）」オプションを選択します。
カメラがパン軸を反時計回りに180°回転し、レンズが自分の方を向きます。ボタンをタップす
るとこのモードは終了します。

Panorama

Portrait mode

Selfie mode
Exit selfie mode

セルフィーモードをオフにする
右から左にスワイプし、「Gimbal settings（ジンバルの設定）」- 「Disable selfie（セルフィ
ーをオフ）」オプションを選択して、セルフィーモードのオン/オフを切り替えます。

Joystick settings

Gimbal settings

Knob settings

Disable selfie

Manual lock

Horiz calibraion

8.5.9 トラッキングの設定
「Scenario（シナリオ）」-「Track video（トラッキング）」オプションを選択すると、複数
のウェイポイントを設定してトラッキング動画を作成できます

Portrait mode

Selfie mode

Track video Start shooting

2 3 +
Smoothness

Preview

Horiz  0° Vert 0°

Delete waypoints

Vertical angle

Add waypointsWaypoints

Horizon
angle

ジョイスティックを使用するか、チルト軸とパン軸を手動で引いて希望する角度に調整し、
「+」をタップして現在位置をウェイポイントとして設定します。同じようにして次のウェイポ
イントを追加します。最大10個のウェイポイントを設定できます。

Joystick settings

Gimbal settings

A/B settingsA

Disable selfie

Manual lock

Horiz calibration

ウェイポイント ウェイポイントの追
加

ウェイポイントの削
除
垂直角度水平角度
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Start shooting

1 2 +
Smoothness

Preview

Horiz  0° Vert 0°

Start shooting

1 +
Smoothness

Preview

Horiz  0° Vert 0°

ロケーションポイントを選択します。設定済みのロケーションを素早く確認できます。これら
のウェイポイントでは動作時間（2～300秒）と停止時間（0～300秒）を設定できますが、最初
のウェイポイントは例外で停止時間のみ設定可能です。ウェイポイントを削除するには、目的
のウェイポイントを選択し、        をタップするとそのウェイポイントが削除されます。

設定完了後に撮影を開始するには、「Start shooting（撮影を開始）」ボタンをタップします。
画面に撮影の進行状況が表示されます。撮影中に停止する必要がある場合は、「Stop shooting
（撮影を停止）」をタップします。撮影が終わったら、「Confirm and return（確認して戻
る）」をタップして終了します。

Confirm

Mvmt duration

2S
Stay time

5S

Horiz  0° Vert 0°

Start shooting

1 2 +
Smoothness

Preview

Horiz  0° Vert 0°

waypoint progress

Confirm and return

Shooting complete

9032 %

Stop shooting
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8.5.10 ジョイスティックの設定
右から左にスワイプし、「Joystick settings（ジョイスティックの設定）」オプションからジョ
イスティックの速度と方向を設定することができます。  

Pan Reverse

Tilt Reverse

Joystick settings

Gimbal settings

A/B settingsA

Joystick speed

Joystick direction

Pan

Tilt

Joystick speed

Joystick direction

8.5.11 マニュアルロック
右から左にスワイプし、「Gimbal settings（ジンバルの設定）」- 「Manual Lock（（マニュア
ルロック）」オプションを選択して、マニュアルロックの方向を設定します。

カメラを希望する位置まで手動で移動し、そのまま1秒間保持します。新しいティルト・パンポ
ジションが自動的に保存されます。 

Joystick settings

Gimbal settings

A/B settingsA

Disable selfie

Manual lock

Horiz calibration

Pan

Tilt
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8.5.12 水平キャリブレーション
右から左にスワイプし、「Gimbal settings（ジンバルの設定）」- 「Horiz calibration（水平キ
ャリブレーション）」オプションを選択します。 
「Auto calibration（自動キャリブレーション）」の選択をお勧めします。

Joystick settings

Gimbal settings

A/B settingsA

Disable selfie

Manual lock

Horiz calibration

Auto calibration

0°

- +

水平キャリブレーションは次の場合に行ってください。
(1) カメラのバランスがとれない時
(2) 長期間使用していない時
(3) 気温の変動が激しい時
8.5.13  その他の設定
右から左にスワイプして「More（その他）」オプションから、Silent（サイレント）、Remote 
control settings（リモコンの設定）、Language（言語）、Restore the default settings（デ
フォルト設定にリセット）、Version information（バージョン情報）を選択することができま
す。

A/B settings

More

A

Gimbal settings Silent

Language

Remote control settings

Restore the default settings

Version information

Gimbal

Motor

Remote

Knob

1.0.0

1.0.0

1.0.0

1.0.0
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8.6 ファームウェアの更新
Manfrotto Gimbal 300XMアプリを使ってファームウェアの更新を行います。 
ジンバルを接続した後、ホーム画面上部にあるデバイス操作エリアをタップします。右上のア
イコンを選択して、「Firmware update（ファームウェアの更新）」オプションを選択し、画
面の指示に従ってファームウェアを更新します。

300XM_XX
Connected

Lock PF PTF FPV

Firmware update

Software information

300XM_XX

New firmware:xxxxx

Update

Connected Connected

300XM_XX

New firmware:xxxxx

Update

Firmwares: 1/4
progress: 19%
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免責事項
マンフロット製ジンバルをご利用いただきありがとうございます。本書に記載の情報 は、お客様の安
全ならびに法的な権利および責任にかかわるものです。ご使用の前 に、構成・設定が正しいことを確
認するために、本書のすべての記載内容をよくお読 みください。本書の説明および警告事項に従わな
い場合は、お客様ご自身や他の方 が重傷を負ったり、ご使用の製品の損傷や周囲にある他の物に損傷
を及ぼす可能性 があります。
本製品の使用にあたり、お客様は、本免責事項および警告事項をよくお読みになり、 本免責事項およ
び警告事項に記載のご利用規約に同意するものといたします。ま た、本製品のご使用中の行動および
そのいかなる結果についても、お客様ご自身が 全責任を負うことに同意されるものとします。お客様
は、適切かつ適用される法律お よび規則、ならびにヴァイテックが提供するすべての条件、注意、慣
行、ポリシーおよび ガイドラインに合致する目的でのみ本製品を使用することに同意されるものとし
ま す。 ヴァイテックは、製品の使用により直接または間接的に生じた損害、負傷、または いかなる
法的責任についても、一切の法的責任を負いません。 ヴァイテックは非正規の経路から入手されたい
かなる製品に対しても、いかなるサー ビスも提供しません

        注意
1.製品の電源がオンの状態で、モーターの回転が外部からの力によって妨げられな いように注意して
ください。
2.防水仕様/防滴仕様でないジンバルは、水や他の液体に接触しないようにしてくだ さい。防水仕様/
防滴仕様の製品は、海水や他の腐食性液体に接触しないようにして ください。
3.取り外し可能とされている場合を除き、ジンバルを分解しないでください。製品を 誤 って分解して
しまい、動作に異常が生じた場合は、修理のためマンフロットのサー ビスセンターまたは認定サービ
スセンターへの返送が必要となります。それに関し て生じる費用は、お客様にご負担いただくことと
なります。
4.製品を長時間にわたり連続使用すると、モーターの表面温度が上昇することがある ため、操作には
ご注意ください。

       保管とメンテナンス
1.ジンバルやバッテリーはお子様やペットの手の届かない場所に保管してください。
2.ジンバルやバッテリーを電熱器やヒーターのような熱源の近くに放置しないでくだ
さい。気温の高い日にジンバルやバッテリーを車の中に放置しないでください。
3.バッテリーは乾燥した場所に保管してください。
4.バッテリーを過充電したり、過剰使用したりしないでください。バッテリーコアの損 傷を引き起こ
すおそれがあります。
5.気温が極端に高い/低い日は、絶対にジンバルやバッテリーを使用しないでくださ い。

       バッテリーの安全に関するガイドライン
1.火災、重度の負傷、物的損害を防ぐため、バッテリーの使用、充電、保管に際しては下記の安全に
関するガイドラインに従ってください。
(1）バッテリーはいかなる液体にも接触させないでください。バッテリーを雨の 中や水分の発生源の
近くに放置しないでください。バッテリーを水の中に入れない でください。
(2）誤ってバッテリーが水中に落下してしまった場合は、すぐに安全かつ開けた場 所に置いてくださ
い。バッテリーが完全に乾くまで、安全距離を保ってください。そ のバッテリーは絶対に再利用しな
いでください。
(3）バッテリーが発火した場合は、水、噴霧器、砂、消火布、乾燥粉末、二酸化炭素 消火器を使用し
てすぐに消火してください。大きな火に接触すると、爆発の危険性 が高くなります。実際の状況に応
じて、上記の推奨事項に従って消火手段を選択し てください。
(4）膨張、液漏れ、損傷のあるバッテリーを使用したり充電したりしないでくださ い。
(5）バッテリーは絶対に分解したり穴を開けたりしないでください。液漏れが発生 するおそれがあり
ます。
(6）バッテリーを落としたり、ぶつけたりしないでください。バッテリーや充電器の 上に重い物をの
せないでください。
(7）落としたバッテリーは使用しないでください。
(8）バッテリーを加熱しないでください。
(9）強い静電環境や電磁環境でバッテリーを使用しないでください。このような環 境でバッテリーを
使用すると、バッテリーがショートする可能性があります。
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(10）バッテリー内の電解液には極めて高い腐食性があります。電解液が皮膚に触 れたり、眼に入っ
たりした場合は、ただちに清潔な流水で15分以上洗い流してくだ さい。また、すぐに医師の診察を受
けてください。
2.バッテリーを落としたり、ぶつけたりしないでください。バッテリーに異常が生じ た場合は、マン
フロットのサービスセンターにご連絡ください。
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